
横
浜
市
公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
採
集

　
縄
文
時
代
土
製
頭
部
片
の
圧
痕
に
つ
い
て

【 

資
料
紹
介 

】

千
　

葉 

　
　
　

毅

小

畑

弘

己

『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
─
人
文
科
学
─
』
第
四
十
九
号
　
抜
刷
（
二
〇
二
二
年
十
二
月
）



資料紹介　横浜市公田ジョウロ塚遺跡採集縄文時代土製頭部片の圧痕について（千葉・小畑）

（千葉・小畑　論考）第 3図　土製頭部片と空隙（ツルマメらしき）のSTL 表示
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（千葉・小畑　論考）第 4図　垂直・水平方向（上下・左右）からみた空隙部のSTL 画像
（ア：ツルマメ圧痕と推定された空隙部、イ：種実状の空隙、ウ：茎、エ：粘土接合部の隙間）
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は
じ
め
に

　

二
〇
一
九
年
、
当
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
栄
区
公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
採
集
土
製

頭
部
片
（
第
1
図
、
資
料
番
号
：CX

0005551

）
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
を
行
っ
た
（
千

葉
二
〇
一
九
）。
撮
影
さ
れ
た
画
像
か
ら
、
種
実
圧
痕
の
可
能
性
が
あ
る
五
箇
所
の
空

隙
を
見
出
し
、
そ
の
う
ち
一
箇
所
は
ツ
ル
マ
メ
の
種
実
圧
痕
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘

し
た
。
こ
の
度
、
当
該
圧
痕
を
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
積
極
的
に
ツ
ル
マ
メ
の
圧
痕

と
は
同
定
で
き
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
改
め
て
報
告
す
る
。	

（
千
葉
）

一　

対
象
資
料
と
圧
痕
分
析
の
経
緯

　

対
象
資
料
は
、
縄
文
時
代
中
期
中
葉
の

大
型
の
土
製
頭
部
片
で
あ
る（

（
（

。
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ

撮
影
に
よ
り
、
後
頭
部
に
長
さ
6
・
5
㎜

程
で
や
や
扁
平
の
空
隙
が
確
認
さ
れ
て
い

る
（
第
2
図
）。
そ
の
形
態
か
ら
、前
稿
で

は
当
該
期
土
器
に
散
見
さ
れ
る
ツ
ル
マ
メ

圧
痕
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　

蛇
体
装
飾
の
把
手
に
は
マ
メ
圧
痕
が
残

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
（
中
山
他
二
〇
〇
八

な
ど
）、
土
偶
や
顔
面
把
手
で
は
少
な
い（

（
（

。

本
資
料
は
頸
部
以
下
を
欠
損
し
、
器
形
の

判
別
が
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
種
実

圧
痕
が
存
在
す
る
な
ら
ば
貴
重
な
事
例
と

な
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
当
該
空
隙
の
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。　
　
　
（
千
葉
）

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

種
実
圧
痕　

潜
在
圧
痕　

縄
文
時
代　

土
偶　

顔
面
把
手　

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影

【
要
旨
】

　

当
館
所
蔵
の
縄
文
時
代
土
製
頭
部
片
に
見
ら
れ
た
ツ
ル
マ
メ
状
の
空
隙
（
潜

在
圧
痕
）
に
つ
い
て
、
詳
細
に
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
積
極
的
に
は
ツ
ル
マ
メ

圧
痕
と
は
同
定
で
き
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

千　

葉　
　
　

毅

小　

畑　

弘　

己

（
熊
本
大
学
文
学
部
）

【 

資
料
紹
介 

】

横
浜
市
公
田
ジ
ョ
ウ
ロ
塚
遺
跡
採
集

　
　
縄
文
時
代
土
製
頭
部
片
の
圧
痕
に
つ
い
て

0 10cm（1/4）

第 1図　横浜市公田ジョウロ塚遺跡採集土製頭部片（千葉 2012 より）
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5cm

right

front

撮影面

垂直断面 10mm10mm 水平断面

第 2図　ツルマメ圧痕の可能性を指摘した空隙（千葉 2019 より）

二　

分
析
の
方
法

　

当
該
圧
痕
の
検
討
に
あ
た
り
、
二
〇
一
九
年
に
撮
影
さ
れ
た
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
デ
ー
タ
を

も
と
に
３
Ｄ
画
像
解
析
ソ
フ
トm

yV
G
L 3.1

を
使
用
し
て
断
層
画
像
の
観
察
を
行
っ

た
。
前
稿
で
は
、
断
層
画
像
に
よ
る
観
察
所
見
を
記
し
た
の
み
で
あ
り
、
よ
り
立
体

的
に
観
察
を
行
う
た
め
に
、
同
ソ
フ
ト
の
欠
陥
・
介
在
物
解
析
機
能
の
体
積
別
の
着

色
機
能
に
よ
り
、
３
Ｄ
画
像
中
に
お
い
て
、
目
標
の
空
隙
の
位
置
を
特
定
し
、
そ
れ

以
外
の
空
隙
も
観
察
し
た
。
ま
た
、
操
作
性
の
よ
さ
か
ら
、
同
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た

STL

デ
ー
タ
をM

olecer Plus ver 1.8

で
も
観
察
・
表
示
し
た
。	

（
小
畑
）

三　

結
論

　

目
標
の
ツ
ル
マ
メ
圧
痕
と
推
定
さ
れ
て
い
た
空
隙
部
は
土
偶
後
頭
部
の
左
側
ほ
ぼ

中
央
の
△
窪
み
（
三
叉
文
）
の
内
部
に
位
置
す
る
（
第
2
図
、
第
3
図
：
ｂ
の
白
線

円
）。
再
度
断
面
形
とSTL

デ
ー
タ
に
よ
る
３
Ｄ
画
像
を
詳
細
に
観
察
し
て
み
た
。
こ

の
空
隙
は
楕
円
形
の
ダ
イ
ズ
属
種
子
の
形
状
に
似
て
い
る
が
、
断
層
画
像
に
あ
る
よ

う
に
、
横
断
面
が
き
れ
い
な
楕
円
形
に
な
ら
ず
、
緩
い
角
（
突
出
部
）
を
も
つ
。
加

え
て
、
や
や
斜
め
縦
断
面
に
も
角
張
る
部
分
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
ダ
イ
ズ
属
種

子
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
第
3
図
：
ｃ
）。
３
Ｄ
画
像
（
第
3
図
：
ｄ
、
第

4
図
：
ア
）
を
観
察
し
て
も
、
表
面
が
デ
コ
ボ
コ
で
あ
り
、
ダ
イ
ズ
種
子
と
は
同
定

で
き
な
い
。
前
稿
で
は
、
こ
れ
以
外
に
二
～
三
㎜
ほ
ど
の
円
形
の
空
隙
に
つ
い
て
種

実
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
空
隙
の
画
像
中
に
は
種
子
ら
し
き
も
の

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
向
の
断
層
画
像
で
円
形
に
近
い
も
の
で
も
、
３
Ｄ
画

像
で
は
デ
コ
ボ
コ
の
外
形
を
も
つ
（
第
4
図
：
ウ
）。
こ
の
ほ
か
、
空
隙
に
は
茎
の
よ

う
な
も
の
が
一
部
認
め
ら
れ
る
（
第
4
図
：
イ
）
が
、
線
状
も
し
く
は
面
状
の
も
の

（
第
4
図
：
エ
）
は
、
粘
土
と
粘
土
の
接
合
面
の
隙
間
で
あ
る
。
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以
上
よ
り
、
前
稿
で
ツ
ル
マ
メ
種
子
と
考
え
ら
れ
て
き
た
空
隙
は
ツ
ル
マ
メ
圧
痕

で
は
な
く
、
こ
れ
以
外
に
も
種
実
ら
し
き
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。	

（
小
畑
）

お
わ
り
に

　

前
稿
で
ツ
ル
マ
メ
圧
痕
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
空
隙
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
検

討
を
し
た
と
こ
ろ
、
種
実
圧
痕
で
は
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
種
実
圧
痕
で
あ

れ
ば
大
変
興
味
深
い
事
例
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
た

以
上
、
予
想
に
反
す
る
結
果
で
あ
っ
て
も
報
告
す
べ
き
と
考
え
、
続
報
し
た
次
第
で

あ
る
。

　

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
き
さ
ゆ
え
の
類
例
の
少
な
さ
に
よ
り
、
未
だ
に
頸

部
以
下
の
形
態
が
推
定
で
き
て
い
な
い
。
今
後
も
考
古
学
的
、
文
化
財
科
学
的
視
点

に
よ
り
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。	

（
千
葉
）

謝
辞

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
佐
野
隆
氏
に
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）
本
資
料
に
つ
い
て
は
本
誌
38
号
で
基
礎
的
な
報
告
を
し
て
い
る
（
千
葉
二
〇
一
二
）。

（
2
）
山
梨
県
北
杜
市
で
は
、縄
文
時
代
中
期
初
頭
か
ら
晩
期
末
葉
ま
で
の
土
偶
324
点
が
Ｘ
線
撮
影
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、土
偶
に
は
確
実
に
種
実
圧
痕
と
判
断
で
き
る
圧
痕
は
1
点
も
な

く
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
圧
痕
が
1
点
あ
る
の
み
と
い
う
（
北
杜
市
教
育
委
員
会
編

二
〇
一
六
）。
圧
痕
の
意
味
（
同
時
に
土
偶
の
意
味
）
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
デ
ー
タ
で
あ

ろ
う
。
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葉
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